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らいちょう

第 27回岐阜県理学療法学会を終えて
第27回岐阜県理学療法学会準備委員長　　

揖斐郡北西部地域医療センター　　

島　岡　和　彦　　
　

　この度は、第 27 回岐阜県理学療法学会を無事に終えることが出来ました。これもひとえに参加者・座長・
スタッフの皆様のご協力の賜物と、感謝並びに御礼申し上げます。
　会員数は今や 1500 人に到達し、5 年前の当西濃支部担当の際とは比較ができませんが、参加者総数は 287
名となりました。多くの方々に足を運んでいただけましたこと、重ねて感謝いたします。
　今回準備委員長という大役をお受けいたしましたのは、仲井学会長からの依頼を受けた際、単純に “ 世代
なのだろう ” ということと、旧知の先生でもあり、お役に立てるのであればとの思いからでありました。役
を終えてみて、改めて大役であったと実感した次第です。
　学会誌の作成・送付の遅れや座長の先生方への配慮不足等、全ては私自身の未熟さ故であり、この場をお
借りして深謝いたします。
　さて、今回学会のテーマは「リハビリテーションの可能性を探る」でした。参加された皆様には、当学会
を通じ、どのような可能性が見えたのでしょう。
　当日の盛況さの中で、これまでの準備の不手際しか頭の中にありませんでしたので、閉会式の際、「準備
委員長として責任を取りたいと思います。しかし、そのとりかたはわからない。故に臨床の場での貢献がで
きれば。」とお話しさせていただきました。理学療法士として、決して未来の多くない状況になり、今後は
後進のために何が残せるのか。私にとっての可能性というのは、今、自身ができていることを追求し、形に
して伝えることだと考えています。
　私ども僻地にて介護保険下で活動を行なっているものとして言えば、介護保険の利用はピークに達してい
るのでは？と推測できます。高齢化率、高齢化率上昇率、生産年齢人口減少といった悪環境の次に来るのは
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本質的な人口減となるからです。次学会の圏域にある郡上市と揖斐郡は日本の２位・１位の高齢化率上昇率
と言われています。しかし、その特徴を逆手にとれば、80 年代の保健行政下での機能訓練事業を始め、古
くから理学療法士が地域住民と密接に関わってきた地域とも言えます。無論戦略として、成功していると言
い難い結果ではありますが、健康福祉フェアなどの関わりにより、地域の子供から高齢者までの顔の見える
関係の構築。死を迎えるまで地域住民の老化・衰弱の様子を見られることは、今後の予防活動に重要な土壌
と戦略が生まれる期待を秘めています。医療保険制度の変化により、短期的・断片的関わりの増える中、次
世代のセラピストのために予後・衰弱・老化の様子を伝え、ゆくゆく良い報告ができるようになるでしょう。
予防戦略こそ、今私に求められている責任だと断言できます。
　戦略を知るという点で、今学会は今までにない取り組みをしました。良い講師、良い考えに触れる機会を
増やすために、講演を二つ用意しました。県学会は若い参加者の多い集まりであり、学会長の素晴らしいア
イデアと成果だと感心いたします。
　もう一点、今年度の学会学術局も非常に丁寧に演題に対し査読・助言・修正を行っていただけました。若
い発表者に対し、こうしたことに時間をかけることは重要な貢献だと感じます。演題が 48 題（応募は 51 題）
と、過去最多だと思います。会場の都合により、全て出せなかったことが悔やまれますが、これだけの演題
に対応していただいた学術局には頭が下がりました。
　次回学会より、学会賞の表彰が始まります。最優秀演題の選考・表彰があるということで、演題数の増加
に期待しつつ、参加者の皆様にとっても大いなる励みになることでしょう。
　今後、会員数も増えてゆく中、県学会は手作りでいくとの方針のようです。学会準備終盤は、とても大変
な思いもしましたが、作業の割り振りを計画的にできないことが原因であったと自覚しています。次期準備
委員長には、そうしたやり取りをお伝えしつつ、お手伝いができればと思っています。
　長々と書きましたが、とても楽しい経験をさせていただいたことを、感謝しつつ、これからの臨床を頑張
りたいと思います。

　••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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厚 生 部 よ り

　厚生部では、会員皆様の福利厚生で、ご結婚の際
にカタログギフトを贈呈しています。
※３月末頃に申請をされた会員の皆様へ
　�　年度末決算の関係でお祝いの発送が遅れていま

す事をお詫び申し上げます。
　�　今年度の予算が配布され次第、順次発送いたし

ますので、今しばらくお待ちくださいませ。

　厚生部では、下記の内容を実施しております。

１）災害見舞金　　　会長の判断による。
２）結婚のお祝い　　会員の結婚に際しお祝いの品
　　　　　　　　　　を贈る
　　　　　　　　　　（本人または他会員の申請に
　　　　　　　　　　よる）
３）弔電　　　　　　会員の両親、配偶者、子供死
　　　　　　　　　　亡の場合は弔電。
　　　　　　　　　　会員外は会長が認めた場合。
４）供花　　　　　　�会員本人に不幸があった場

合、供花を供える。
５）イベント助成　　�会員有志によるスポーツ大会・

文化交流会などの助成。
　　　　　　　　　　　
お知らせ
　前年度まで厚生部の事業として理学療法賠償責任
保険の助成を行ってまいりましたが、平成 28 年 11
月１日から、これまで会員の任意加入のみであった

「理学療法士賠償責任保険（任意加入部分）」に加え、
本会の全会員を対象とした、「理学療法士賠償責任
保険（全員加入部分）」が新たに導入されました。
※詳細は日本理学療法士協会ＨＰ
http://www.japanpt.or.jp/members/membership/
hoken/
　これをもちまして、厚生部としての保険料助成事
業は終了することになりましたのでよろしくお願い
致します。

上記以外にもご意見・要望、不明な点がございまし
たらご連絡ください。

連絡先
〒５００－８２８８
岐阜県岐阜市中鶉２丁目９９番地
TEL ０５８－２７６－７７５５
FAX ０５８－２７６－７７３３

　　介護老人保健施設　喜の里
　　名和敏晃

　厚生部の福利厚生は皆様の会費によって支えられ
ております。厚生部の事業のみならず、当会は会費
で運営が行われていますので、未納は健全な運営に
支障を来します。会費の納入にご理解とご協力をお
願いします。

厚生部　名和

平成 28 年度
中濃支部研修会　活動報告

日　時：平成 28 年 12 月 12 日（月）
　　　　　　　　　　　18：30 ～ 20：30
場　所：木沢記念病院　中部療護センター
テーマ：「住宅改修および福祉用品について」
講　師：JA めぐみの介護サービス中濃営業所様
　　　　JA めぐみの介護サービス可児営業所様
　　　　矢崎化工株式会社様

　今回の中濃支部研修会は、「住宅改修および福祉
用品について」というテーマについて、実際に住宅
改修や福祉用具の販売・貸与に携わってみえる業者
の方々をお招きし、講義をして頂きました。
　介護保険制度施行とともに住宅改修が介護の分野
に制度的に位置づけられ、近年では地域包括ケアシ
ステムの構築とその推進により、ますます高齢者の
生活基盤としての住宅・住環境の役割が大きく意識
されるようになっています。
　講義の内容は、介護保険制度における住宅改修・
福祉用具の販売および貸与の概要から、福祉用具の
種類・使用例、実際に業者の方々が手掛けられた住
宅改修の具体的事例の紹介というように、基礎から
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応用まで盛り込まれた有意義な内容でした。更に、
実際に住宅改修で用いられる手すりや福祉用品の展
示をして頂き、実際に触れることでより具体的なイ
メージを得ることができました。近年は同じ用途の
福祉用具においても、細かい形状や素材によるバリ
エーションがかなり豊富になっていることを知り、
改めて住宅改修に対する社会のニーズの高さを感じ
ました。常にアンテナを張り巡らし、新しい情報を
患者様に提供ができるよう心掛けたいです。

　最後になりましたが、お忙しいところ御講義して
頂きました業者の方々、ありがとうございました。
また、会場設営をして頂きました木沢記念病院の先
生方に感謝の意を申し上げます。

中濃支部広報部　可児・加茂地区担当
可児とうのう病院　附属老健リハビリテーション係
　　　　　　　　　　　　　　　　加　地　　　覚

＜ 会　員　の　声 ＞

私　の　仕　事

　　　　　　　　　ショートステイ咲楽小町
深　尾　清　二　

　私は現在、短期入所生活介護施設、通称ショート
ステイと呼ばれる介護施設にて機能訓練士として従
事しております。あまり知られてないかもしれませ
んが数年前からショートステイでも個別機能訓練加
算が算定できるようになり、法整備によりリハビリ
職の活躍の場が広がってきていることが実感されま
す。
　私の一日の仕事の流れは、朝出勤し、まずは利用
者さんを迎えに行き、日中は個別機能訓練加算がと
れる方の訓練。また集団体操や、介護士が手が空い
てない時はトイレ誘導やおむつ交換まですることも
あります。食事時には食介もします。もちろん帰り
も送迎にでます。送迎ついでに、家での移乗介助方
法をアドバイスすることもあります。その他の重要
な役割として、介護士や利用者のご家族さんへの移
乗や、ポジショニング、病態への説明などの指導も
行います。病院勤務のＰＴからしたらびっくりで
しょう？そんなことまでするのかと。事実、私も病
院に勤務していたときにはトイレ誘導をすることは
あっても、オムツ交換の経験はありませんし、する
ことになるなんて想像もしていませんでした。もち
ろん初めは抵抗がありました。でもそれはほんの一
時。やってみなければわからないもので意外とでき
ました。仕事ですし。すぐに、でてよかった、すっ
きりしたねと思えるようになりました。私には 2 歳
になる娘がおりますが、娘のオムツを替えるのも、
利用者さんのオムツを替えるのも大きな違いはあり
ません。むしろ、利用者さんのオムツ替えは仕事な
ので率先して替えることができますが、娘の場合は
めんどくささがあり、妻が替えてくれるまで待って
いることもあったり……。まぁそれはどうでもいい
のですが、介護施設での主役はあくまで介護士であ
り、維持期、終末期である利用者さんとそのご家族。
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利用者さんによりますが、機能訓練の重要度は大抵
高くない場合が多いです。その時、理学療法士にな
にができるか？
　地域に根付いた介護施設にとっては口コミや評判
が非常に重要です。利用者さんであったり、そのご
家族、担当ケアマネ、地域住民等。需要を間違いな
く受け止めてできることはなんでも、まさしくなん
でもやらなくてはいけません。でなければ利用者さ
んは簡単に他の施設に移ってしまいます。
　また、運営母体は有限会社であり、営利行為を目
的として設立されています。利益の為にはなんでも
するのは至極全うな行為です。強いてはその行為が、
利用者さんやそのご家族にとっても、会社にとって
も有益であるならば職業における不利益なこだわり
は捨てて然るべきと考えます。

会員の皆様へ
 

　現在、最新の協会＆県士会ニュースを「岐阜
県理学療法士会」フェイスブック＆ツイッター
にて発信しています。
　是非、フェイスブックで「いいね！」、ツイッ
ターで「フォロー」していただき、情報を共有
しましょう。
　「岐阜県理学療法士会」で検索していただく
か、県士会ホームページから入ることができま
す。
　ご協力よろしくお願い申し上げます。
m(_ _)m
 
フェイスブック
https://www.facebook.com/gifupt
 
ツイッター
https://twitter.com/gpta2012



6 （公社）岐阜県理学療法士会ニュース　　No.121　　2017. ５.25　　発行

H29　賛　助　会　員

会　社　名　・　施　設　名 電 話 番 号

有限会社　加納ビジネス
〒 500-8456　　岐阜県岐阜市加納大黒町 2 － 32

TEL 058-273-3007（代）

有限会社　中部義肢
〒 486-0911　　愛知県春日井市西高山町 3 丁目 16 － 122

TEL 0568-34-7143

岐阜保健短期大学
〒 500-8281　　岐阜県岐阜市東鶉 2 丁目 92 番地

TEL 058-274-5001

東名ブレース株式会社
〒 489-0979　　愛知県瀬戸市坊金町 271

TEL 0561-85-7355

株式会社　松本義肢製作所
〒 485-0805　　愛知県小牧市大字林 210 － 3

TEL 0568-47-1701

学校法人誠広学園　平成医療短期大学
〒 501-1131　　岐阜県岐阜市黒野 180

TEL 058-234-3324

中部学院大学
〒 501-3993　　岐阜県関市桐ヶ丘 2 丁目 1 番地

TEL 0575-24-2211
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公告掲載のご案内

士会ニュース公告掲載のお問い合わせ・申し込みにつきましては
広報部までお願いいたします。 

　　　　　　広報部
　　　　　　〒 503-2417 揖斐郡池田町本郷 1551-1
　　　　　　　　　 　　医療法人社団橘会　新生病院
　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科　伊藤康行
　　　　　　TEL.0585-45-3161　FAX.0585-45-3255

　　　　　　　  E-mail：shinsei4@octn.jp
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　らいちょう１２１号作成に当たり、巻頭文・会員の声の原稿依頼を快諾して、ご協力下さいました、
島岡和彦氏、深尾清二氏に感謝致します。
この場を借りて、お礼申し上げます。

　新年度を迎え、私の職場でも数年ぶりに待望の新人理学療法士が入職して来ました。大病院であ
れば、毎年、新人理学療法士の登録を行なっているでしょうから、大した労力にならず、『右に倣う』
形で問題ないのかもしれませんが、当院では珍しすぎて、てんてこ舞いとなります・・・。
　数年前の記憶をたどり、東海北陸厚生局に、疾患別リハビリの追加分の申請として、新人理学療
法士の免許番号を登録することを忘れずに、日々邁進しておりましたら、一般の事務業務が疎かに
なってしまう始末に・・・。
　結果としては４月末日までに申請・登録が間に合い、事なきを得ましたが、皆様の施設ではいか
がでしたでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
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